
自立活動の授業づくり（引野小学校） 

T：授業者 S：指導主事 

１ アセスメントをもとに学習内容を考える。 

 
 

 

 

 

 

 

※アセスメントに基づく実態表 

 

 

学びづくり案（修正前） 

 

修正後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T．アセスメントシートをもとに，子どもの実態から何をねらうようにするかを考えてい
ます。授業者が，子どものどんな姿を想定しているか分かりにくいので，分かりやす
い言葉を使って整理しました。 

S．子どもが目指す姿を整理しておくのはいいですね。実態をもとに，子どもにどんな力
をつけたいのかという目標を立てるときに役立ちますね。 

Point① 

・目指す姿を「～ができる」で表してみましょう。 

・「～ができる」ようになるために，児童の活動を考えてみましょう。 

T．目指す姿を整理しているので，子ども自身の振り返りも「がんばりました」で終わる
のではなく，どのような姿だったかを明らかにしていこうと思います。 

S．とてもいいですね。授業者も，「こんな姿が見られたらいい」を整理しておけば，手
立ての方向性が見えますね。例えば，「友だちに対して，優しい声かけができるように
なった」など，単元を通して子どもがこんなことができるようになったらいいなとい
うことですね。そのためには，どんな支援をするか，子どものどんな姿を見る
か・・・ですね。 

単元を通して，担任として自立活動を通した子どもの姿を学びづくり案に明記しました。 



２ 学習内容をもとに，題材と目標等を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学びづくり案 

修正前             修正後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元設定の理由の
中に，個々の実態は
違うが，同じ題材を
使って自立活動をす
る理由を載せまし
た。 

T．自立活動は個々の実態に応じた活動になると思っているが，全体で行うこと場面もあ
りますか。 

S．他の先生方はどう考えますか。子どもの実態が一人一人違うので同じ活動をしてい
ても，その子の目指すことは違いますよね。全員で同じ活動をしてはいけないという
ことはありませんが，一人一人の実態から苦手なところが少しでもできるように，得
意なところを伸ばすことができるような活動を考えたいですね。 

T．学級でその子に合った活動をしていこうと思っています。本来であれば，個別で活動
をしたいけれど，同じ活動が中心になってしまいます。それぞれの課題が当てはまる
活動をどのように考えればよいか悩んでいます。 

S．特別支援学級では，複数の児童，異なる困り感をもつ児童が在籍していることが多い
ですよね。子どもたちの実態をもとに，幅のある題材を考えることが必要ですね。ま
た，目指す姿に近づけるよう，個や集団の活動をバランスよく取り入れます。 

Point② 

・児童の経験や知識，または興味・関心をふまえた題材を設定しましょう。 

・学習活動をもとに重点目標を設定しましょう。 



３ 題材と目標から，到達状況の基準を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T．今日の授業の中で，ジェスチャーゲームをしました。いつも落ち込み気味で自分で考
えることが苦手な子が，自分からどんなジェスチャーがいいのかを考えてみようとす
る姿が見られました。挑戦する子どもの姿に，成長を感じました。 

S．学びづくり案に，それぞれの子がこの時間に何ができるようになったか子どもも先
生もわかりやすいめあてにしましょう。その時間に何ができたらよいのかを明確にす
ることで，こちらもそこを評価することができますし，子どもも何をすればよいのか
が分かりますね。 

S．授業を通してどんな力をつけたいのか，より具体的な子どもの姿で考えましょう。
その子がより達成できたと思えるように，その子にとってわかりやすい目標，この
姿を目指せばよいと分かるめあてにするといいですね。 

例えば，「全身を使ってジェスチャーをすることができる」だと，全身を使ってジ
ェスチャーができなかったら，この子のめあては達成できないことになります。こ
の子の実態は，「自分の思いを伝えることが苦手である」なので，ジェスチャーがわ
かっただけではなく，どう動けば相手に伝わるようなジェスチャーをするのかをク
ラスの子と話し合う姿が見られたことが自立活動のよさですね。 

Point③ 

・目標を達成した姿を複数考えましょう。 


